
二
〇
一
八
年
度
千
葉
県
で
の
『
広
辞
苑
』
関
連
講
演
2
件

―
二
〇
一
九
年
七
月
関
西
言
語
学
会
講
演
資
料
も
添
え
て
ー

Tw
o Lectures on K

oujien in C
hiba Prefecture for 2018 Fiscal Year:

　W
ith K

ansai Linguistic Society Lecture H
andout in July of 2019

 

菅
野
　
憲
司

 
K

A
N

N
O

 K
enji

要
旨
　『
広
辞
苑
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
か
　
新
村
出
の
生
き
た
奇
跡
』
の
著
者
で
あ
る
新
村
恭
氏
に
よ
る
二
〇
一
八
年
度
で
の
千
葉
県
で
の
二
講
演
及
び
二
〇
一
九
年

度
関
西
言
語
学
会
で
の
講
演
時
の
講
演
資
料
の
紹
介
を
行
う
。

　
二
〇
一
八
年
度
に
、『
広
辞
苑
』
編
者
新
村
出
博
士
の
御
令
孫
、『
広
辞
苑
は

な
ぜ
生
ま
れ
た
か 

新
村
出
の
生
き
た
奇
跡
』
の
著
者
で
あ
る
新
村
恭
氏
が
、

一
一
月
一
五
日
千
葉
大
学
文
学
部
と
一
月
一
二
日
千
葉
県
立
東
部
図
書
館
で
、

講
演
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
、
配
布
資
料
が
、
続
い
て
、
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
2
件
の
配
布
資
料
を
読
み
比
べ
て
、
会
場
が
大
学
と
図
書
館
と
い
う

こ
と
を
反
映
し
て
、
前
者
は
言
語
学
と
い
う
学
問
に
焦
点
が
あ
た
り
、
後
者
は

佐
原
と
い
う
地
元
に
焦
点
が
当
た
っ
て
い
て
、
大
筋
類
に
し
て
詳
細
別
で
あ
ろ

う
。

　
前
者
の
ご
協
力
に
、
後
者
の
講
演
前
後
を
含
む
ご
教
示
に
、
新
村
恭
氏
に
お

礼
申
し
上
げ
、
前
者
に
も
ご
参
加
、
後
者
で
お
世
話
頂
い
た
千
葉
県
立
東
部
図

書
館
の
伊
藤
健
司
氏
は
じ
め
関
係
職
員
の
方
々
に
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
尚
、
最
後
に
、
二
〇
一
九
年
七
月
関
西
言
語
学
会
講
演
資
料
も
添
え
て
、
本

稿
の
史
料
価
値
を
高
め
た
。
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言
語
学
者
新
村
出
の
生
い
立
ち
と
学
問

　
　
　
　
千
葉
大
学
文
学
部
ユ
ー
ラ
シ
ア
言
語
文
化
論
講
座
言
語
学
講
演
会

 

二
〇
一
八
年
一
一
月
一
五
日
　
新
村
恭

序・
新
村
出
―
―
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
一
〇
月
四
日
生
ま
れ
、
父
・
関
口
隆

吉
の
次
男
、
母
・
静
子
。
関
口
出
と
し
て
生
を
享
け
る
。
新
村
家
の
養
子
と
な

り
、
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
八
月
一
七
日
歿
。

　
関
口
隆
吉
は
、
幕
臣
で
江
戸
城
の
警
備
係
、
開
城
に
際
し
て
は
勝
海
舟
の
配
下
で
徳
川
慶
喜

を
護
る
精
鋭
隊
の
一
員
。
徳
川
家
と
と
も
に
現
静
岡
県
菊
川
市
へ
移
住
、
家
臣
団
の
生
活
の
た

め
茶
畑
の
開
墾
を
提
唱
。
の
ち
、
明
治
政
府
の
も
と
で
地
方
官
に
な
り
、
山
形
権
令
か
ら
山
口

県
令
に
な
る
。

・
出
は
、
満
四
歳
の
と
き
、
山
口
県
立
師
範
学
校
附
属
小
学
校
に
入
る
（
プ
レ

教
育
体
験
）。

小
学
校
年
代

・
明
治
政
府
に
と
っ
て
学
制
確
立
は
大
事
業
。
最
初
は
建
物
な
い
、
教
師
い
な

い
、
民
衆
に
就
学
義
務
の
意
識
な
い
。
税
制
確
立
も
大
き
な
事
業
で
、
そ
の
負

担
と
も
重
な
っ
て
、
建
て
ら
れ
た
学
校
は
襲
撃
、
焼
き
討
ち
の
対
象
に
も
な
っ

た
。

・
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
、
関
口
隆
吉
は
元
老
院
の
議
官
に
な
り
東
京
の

向
島
に
移
住
。
出
は
低
学
年
年
代
は
複
数
の
知
人
宅
に
移
り
な
が
ら
寺
子
屋
風

の
と
こ
ろ
で
手
習
い
を
う
け
た
。

・
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
春
か
ら
、
数
え
年
で
九
歳
〜
一
二
歳
の
間
、
千

葉
県
佐
原
の
旧
寺
跡
（
現
在
、
諏
訪
神
社
麓
の
無
人
の
小
寺
、
常
照
寺
）
の
漢

学
塾
に
親
元
離
れ
て
住
み
込
ん
で
学
ぶ
。

・
テ
キ
ス
ト
は
、『
論
語
』『
春
秋
左
氏
伝
』
な
ど
の
四
書
五
経
。
音
読
中
心
。

　
　  

諏
訪
の
岡
の
ふ
も
と
の
鄙
の
寺
子
屋
に
た
だ
漢
籍
の
物
学
び
せ
し
（
新
村

重
山
）

・
小
学
校
は
卒
業
し
て
い
な
い
。

静
岡
県
尋
常
中
学
校
時
代

・
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
四
月
、
中
学
校
令
が
だ
さ
れ
る
。
中
学
校
は
、

尋
常
中
学
校
（
各
府
県
一
校
）
と
高
等
中
学
校
（
文
部
省
管
轄
、全
国
に
五
校
）

に
わ
か
れ
て
い
た
。

・
明
治
二
〇
年
、
静
岡
県
知
事
に
な
っ
て
い
た
父
・
関
口
隆
吉
の
も
と
静
岡
県

尋
常
中
学
に
入
学
。

・
一
転
英
語
が
重
き
を
な
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
。
尋
常
中
学
は
卒
業
後
、
実
業
に

つ
く
の
を
前
提
と
し
て
お
り
、
理
数
の
時
間
も
多
か
っ
た
。
重
要
学
科
は
「
英

漢
数
」
と
口
に
さ
れ
て
い
た
。
国
文
学
は
教
わ
っ
て
お
ら
ず
、
歴
史
の
課
目
も

な
か
っ
た
。
出
も
当
時
漠
然
と
、
造
船
工
学
と
か
電
気
工
学
の
道
を
考
え
て
い

た
。
在
学
中
、
憲
法
発
布
、
帝
国
議
会
開
会
な
ど
重
要
な
出
来
事
が
あ
っ
た
が
、

教
育
の
な
か
で
触
れ
ら
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

・
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
五
月
、
父
・
関
口
隆
吉
、
東
海
道
線
の
列
車
事

故
の
怪
我
が
も
と
で
死
去
。
同
年
一
二
月
に
、
静
岡
に
蟄
居
し
て
い
た
、
関
口

の
旧
主
で
も
あ
る
徳
川
慶
喜
の
側
近
、
新
村
猛
雄
の
養
子
と
な
り
、
慶
喜
邸
の

隣
に
住
む
。
慶
喜
邸
で
『
万
葉
集
』
や
『
古
今
集
』
な
ど
の
講
義
を
陪
聴
す
る

こ
と
も
あ
り
、
慶
喜
の
子
ど
も
た
ち
と
『
古
今
集
』
の
カ
ル
タ
を
と
る
等
し
て

遊
ん
だ
。

・
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
三
月
、
静
岡
県
尋
常
中
学
卒
業
。
同
五
月
か
ら
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上
京
し
、
著
名
な
漢
学
者
の
塩
谷
青
山
の
も
と
に
起
居
し
、
塾
で
学
ぶ
。 

同

じ
中
学
で
も
尋
常
は
四
月
始
ま
り
、
高
等
は
九
月
始
ま
り
だ
っ
た
。

一
高
時
代

・
明
治
二
五
年
九
月
、
第
一
高
等
中
学
校
の
予
科
に
入
学
。
当
時
、
予
科
三
年
、

本
科
二
年
だ
っ
た
。

・
初
め
て
国
文
学
の
講
義
を
受
け
る
。
資
料
か
ら
は
『
徒
然
草
』『
土
佐
日
記
』

が
テ
キ
ス
ト
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
新
村
出
は
落
合
直
文
か
ら

教
え
を
う
け
た
。
回
想
で
は
、『
土
佐
日
記
』『
枕
草
子
』『
増
鏡
』
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
。
工
学
系
へ
の
希
望
消
え
る
。

・
文
学
青
年
と
な
り
、
多
く
の
本
を
読
む
。
和
歌
、
俳
句
の
作
品
集
も
愛
読
し

た
。
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
も
読
ん
だ
。
ゲ
ー
テ
を
愛
好
し
、
ド
イ
ツ
語
を
よ
く
学

ん
だ
。
本
科
は
、
第
一
外
国
語
は
英
語
、
第
二
は
独
か
仏
だ
っ
た
が
、
第
二
外

国
語
の
ほ
う
が
コ
マ
数
が
多
か
っ
た
。

・
明
治
二
七
年
六
月
、
高
等
学
校
令
公
布
、
九
月
よ
り
実
施
。
高
等
中
学
校
は

高
等
学
校
と
な
り
、
専
門
性
が
明
記
さ
れ
、
帝
国
大
学
予
科
の
性
格
が
強
め
ら

れ
た
。
大
き
な
転
換
で
あ
る
。

　
法
文
・
工
理
農
・
医
の
三
部
に
わ
か
れ
て
、
医
は
四
年
、
他
は
三
年
の
新
た

な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
設
定
さ
れ
た
。
第
一
、第
二
外
国
語
は
各
部
に
よ
っ
て（
法

文
で
も
法
と
文
は
）
異
な
っ
て
お
り
、
文
は
英
文
学
・
仏
文
学
志
望
者
以
外
は
、

ド
イ
ツ
語
が
第
一
外
国
語
、
英
か
仏
が
第
二
外
国
語
だ
っ
た
。
歴
史
の
課
目
が

あ
る
の
は
法
文
だ
け
だ
っ
た
。
新
村
出
は
歴
史
が
好
き
な
学
課
だ
っ
た
。

・
明
治
二
七
（
一
九
九
四
）
年
一
一
月
、
上
田
萬
年
の
講
演
「
言
語
学
者
と
し

て
の
新
井
白
石
」
を
聞
き
、
博
言
学
科
（
明
治
三
三
年
か
ら
、
言
語
学
科
）
へ

の
進
路
を
決
め
る
。

　
上
田
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
か
ら
帰
っ
た
ば
か
り
の
気
鋭
の
博
言
学
科
教
授
。
講
演
は
新
井

白
石
の
言
語
学
書
『
東
雅
（
と
う
が
）』
の
「
序
」
が
、
言
葉
に
は
歴
史
性
・
階
層
性
・
地
域

性
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
研
究
方
法
で
は
、
当
て
推
量
で
な
く
文
献
に
依
拠
す
べ
き
こ

と
、
他
国
か
ら
の
影
響
に
留
意
す
る
こ
と
、
音
韻
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
、
先
駆
的
な

も
の
で
あ
る
と
高
く
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。『
東
雅
』
の
本
論
は
、
天
象
や
物
の
名
に
つ
い

て
語
源
等
を
詳
細
に
記
し
た
大
部
の
も
の
で
あ
る
が
、
上
田
の
講
演
で
は
具
体
的
に
触
れ
ら
れ

て
な
い
。

・
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
七
月
、
第
一
高
等
学
校
卒
業
。
過
渡
期
の
た
め

在
学
四
年
だ
っ
た
。

東
大
文
科
博
言
学
科
時
代

・
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
九
月
、帝
国
大
学
文
科
大
学
博
言
学
科
に
入
学
。

・
博
言
学
科
は
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
設
立
。
最
初
の
教
官
は
英
人
チ
ェ

ン
バ
レ
ン
、
次
い
で
独
文
学
の
フ
ロ
レ
ン
ツ
が
担
当
、
明
治
二
七
年
か
ら
上
田

萬
年
・
高
楠
順
次
郎
が
担
任
。

・
博
言
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
週
の
コ
マ
数
（
明
治
三
一
年
）

　
＊
第
一
年
　
博
言
学
（
2
）、
国
語
学
（
2
）、
ラ
テ
ン
語
（
3
）、
ギ
リ
シ
ア
語
（
2
）、
ド

イ
ツ
語
（
3
）、
フ
ラ
ン
ス
語
（
3
）、
人
類
学
（
3
）、
哲
学
概
論
（
4
）

　
＊
第
二
年
　
博
言
学
（
1
）、
声
音
学
（
1
）、
ロ
ー
マ
ン
ス
語
及
び
チ
ュ
ー
ト
ニ
ッ
ク
語
比

較
文
法
（
2
）、
国
語
学
（
2
）、
支
那
語
（
3
）、
ラ
テ
ン
語
（
3
）、
ド
イ
ツ
語
（
3
）、
梵

語
（
2
）

　
＊
第
三
年
　
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
比
較
文
法
（
2
）、博
言
学
演
習
（
2
）、支
那
語
（
3
）、

朝
鮮
語
（
3
）、
ラ
テ
ン
語
（
3
）、
梵
語
（
2
）、
教
育
学
（
2
）

・
第
一
年
次
、
上
田
教
授
の
言
語
学
、
声
音
学
、
国
語
学
史
の
講
義
を
う
け
る
。

・
一
年
生
の
修
了
論
文
に
「
日
本
音
韻
研
究
史
」
の
課
題
を
与
え
ら
れ
、
ほ
と
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ん
ど
独
力
で
、
四
〇
〇
字
詰
で
一
〇
〇
枚
余
の
論
文
を
提
出
（
目
次
、
レ
ジ
メ
末

尾
参
照
）
。

・
第
二
年
次
、
上
田
教
授
に
よ
る
、
言
語
学
の
一
般
読
講
、
言
語
起
源
論
の
ド

イ
ツ
書
で
の
講
義
。

・
二
年
生
の
前
期
演
習
論
文
「
国
語
の
音
韻
に
つ
い
て
」、
修
了
論
文
「
上
古

文
字
論
批
判
」
提
出
。

・「
日
本
音
韻
研
究
史
」
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
時
代
の
三
つ
の
論
文
に
た
い

し
て
、
新
村
出
の
高
弟
で
あ
っ
た
泉
井
久
之
助
は
、
収
め
ら
れ
た
『
新
村
出
全

集
』
第
一
巻
の
「
解
説
」
で
、「
三
篇
に
あ
ら
わ
れ
る
博
通
と
円
熟
に
は
、
さ

す
が
、
す
で
に
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
」
と
評
し
て
い
る
。

・
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
七
月
、
卒
業
式
に
際
し
て
明
治
天
皇
よ
り
成
績

優
秀
者
と
し
て
銀
時
計
を
下
賜
さ
れ
る
（
文
科
大
学
で
は
他
に
波
多
野
精
一
、

中
山
久
四
郎
、
辻
善
之
助
）。

東
大
卒
業
後
、
東
京
で
の
事
績

・
卒
業
後
、
東
大
で
大
学
院
、
助
手
、
講
師
、
助
教
授
と
進
む
。
兼
任
で
東
京

高
等
師
範
学
校
、
東
京
外
国
語
学
校
で
も
教
鞭
を
と
る
。

・
明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）
年
二
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
言
語
学
雑
誌
』
の
編
集

に
携
わ
る
（
明
治
三
五
年
九
月
休
刊
）。

・
全
国
各
地
に
方
言
調
査
に
赴
き
、
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
一
二
月
、『
東

西
語
法
境
界
概
要
図
』
を
完
成
。（
こ
の
図
は
現
在
で
も
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
新

村
出
記
念
財
団
で
複
製
を
頒
布
し
て
い
る
。）

・
国
語
調
査
委
員
会
補
助
委
員
を
務
め
る
。

・『
言
語
学
雑
誌
』
を
中
心
に
多
く
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。

　
同
誌
に
三
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
た
「
ヤ
コ
プ
・
グ
リ
ム
」
を
当
人
は
処
女

論
文
と
し
て
い
る
。
グ
リ
ム
を
最
初
に
日
本
に
紹
介
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る（
明

治
三
三
年
三
月
〜
三
四
年
八
月
『
新
村
出
全
集
』
第
一
巻
所
収
）
。

　「
ヤ
コ
プ
・
グ
リ
ム
は
、
ド
イ
ツ
の
言
語
の
歴
史
を
文
献
的
に
、
あ
る
い
は
方
言
研
究
的
に

究
め
て
、
あ
る
い
は
言
語
史
、
あ
る
い
は
『
ド
イ
ツ
文
典
』
な
ど
を
編
纂
し
て
言
語
学
草
創
時

分
の
三
大
偉
人
の
一
人
で
あ
っ
た
ん
で
、
私
の
研
究
は
、
歴
史
的
研
究
に
せ
よ
、
現
代
語
の
研

究
に
せ
よ
、
グ
リ
ム
の
学
風
に
従
っ
て
徐
々
に
自
分
の
研
究
を
進
め
て
行
き
ま
し
た
。」（「
思

い
出
を
語
る
」『
言
語
生
活
』
一
九
五
六
年
九
月
〜
一
二
月
）

　
や
は
り
言
語
学
者
で
あ
っ
た
弟
の
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
と
と
も
に
『
ド
イ
ツ
語
辞
典
』
の
編
纂
・

執
筆
を
始
め
た
。
グ
リ
ム
兄
弟
と
し
て
童
話
の
作
者
と
し
て
著
名
。

・「
日
本
人
の
眼
に
映
じ
た
る
星
」
を
著
し
、
上
古
か
ら
の
文
献
を
渉
猟
し
、

星
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
表
現
さ
れ
て
き
た
か
を
詳
述
し
て
い
る
（
同
誌
、
明
治

三
三
年
八
月
）
。

・
当
時
、
経
済
学
者
、
知
識
人
と
し
て
名
声
を
得
て
い
た
田
口
卯
吉
に
た
い
し

て
「
田
口
博
士
の
言
語
に
関
す
る
所
論
を
読
む
」（
同
誌
、
明
治
三
四
年
七
月
）
、「
田

口
博
士
に
答
へ
て
言
語
学
の
立
脚
地
を
明
に
す
」（『
史
学
雑
誌
』
明
治
三
四
年
一
一

月
）
で
厳
し
く
批
判
。

・『
教
育
学
術
界
』
に
「
言
語
教
授
上
声
音
学
の
価
値
」、「
声
音
学
大
意
」
を

連
載
（
明
治
三
四
年
〜
三
五
年
）
。

・
明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）
年
か
ら
三
九
年
に
か
け
て
、
東
大
で
「
国
語
学
概

説
」
を
講
ず
る
。

　
受
講
者
の
な
か
に
、
橋
本
進
吉
、
小
倉
進
平
、
伊
波
普
猷
、
金
田
一
京
助
が

い
た
。

　
金
田
一
京
助
の
講
義
ノ
ー
ト
に
も
と
づ
い
て
、「
名
講
義
シ
リ
ー
ズ
」
の
一

つ
と
し
て
、『
新
村
出
　
国
語
学
概
説
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
（
信
光
社
、

一
九
七
四
年
）。
同
書
の
解
説
で
金
田
一
春
彦
は
、
父
京
助
の
、
新
村
の
講
義
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へ
の
絶
讃
ぶ
り
を
紹
介
し
て
い
る
。

＊
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年
、
京
都
帝
国
大
学
文
科
大
学
に
行
か
な
い
か
と

の
内
示
を
受
け
、
受
諾
。
明
治
四
〇
年
一
月
、
京
大
助
教
授
の
辞
令
を
受
け
、

三
月
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
に
発
ち
、
独
英
仏
で
言
語
学
を
学
び
、
資
料
を
閲

覧
す
る
。
大
英
博
物
館
で
は
、
天
草
版
イ
ソ
ッ
プ
物
語
を
全
文
筆
写
。

＊
明
治
四
二
（
一
九
〇
九
）
年
四
月
帰
朝
、
五
月
、
京
大
教
授
と
な
り
、
言
語

学
講
座
を
担
当
。
明
治
四
四
年
か
ら
昭
和
一
一
（
一
九
二
六
）
の
定
年
ま
で
、

大
学
図
書
館
長
を
兼
任
。

新
村
出
の
学
風
、
為
し
た
こ
と

・
言
葉
が
人
間
と
共
に
生
き
、
使
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
大
切
に
す
る
歴
史
主
義

で
、
理
論
化
・
体
系
化
す
る
方
向
性
は
稀
薄
。「
こ
う
あ
っ
た
、
こ
う
あ
る
」

と
述
べ
、「
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
言
う
こ
と
は
少
な
い
。
泉
井
久
之
助
は
、「
史

的
言
語
学
」
と
位
置
づ
け
る
（『
新
村
出
全
集
』
第
一
巻
「
解
説
」）
。

・
国
語
政
策
に
つ
い
て
も
、
上
か
ら
大
き
な
転
換
を
指
示
す
る
こ
と
に
は
反
対

し
、
少
し
ず
つ
変
え
て
い
く
べ
き
と
す
る
。
一
貫
し
て
、
日
本
語
は
、
か
な
漢

字
交
じ
り
文
で
あ
る
と
い
う
立
場
。

・
辞
書
編
纂
に
は
向
い
て
い
た
学
風
と
言
え
る
。
大
槻
文
彦
の
『
言
海
』
を
修

訂
・
増
補
し
た
『
大
言
海
』
四
巻
の
編
纂
に
か
か
わ
る
。『
辞
苑
』（
博
文
館
、

一
九
三
五
年
）
を
刊
行
、
そ
れ
を
受
け
継
い
だ
『
広
辞
苑
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
五

年
初
版
）
に
結
実
。『
広
辞
苑
』
刊
行
の
翌
年
、
文
化
勲
章
受
章
、
京
都
市
名
誉

市
民
に
推
挙
さ
れ
る
。

・
海
外
と
の
言
語
・
文
化
の
交
流
に
つ
よ
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
留
学
を
経
て
京
大
に
赴
任
し
て
以
後
、
南
蛮
吉
利
支
丹
関
係
の
書
誌
・
文
物

に
つ
い
て
の
著
作
を
多
く
の
こ
す
。

・
京
大
図
書
館
長
を
足
か
け
二
六
年
間
（
大
学
在
任
中
の
ほ
と
ん
ど
）
務
め
、

古
今
東
西
の
文
献
に
博
通
し
て
い
た
。
博
い
知
識
を
も
ち
、
裾
野
が
広
い
ほ
ど

山
は
高
く
な
る
と
の
考
え
を
も
っ
て
い
た
。

・
若
く
し
て
言
語
学
・
国
語
学
の
高
い
水
準
を
体
得
し
、
そ
れ
を
後
進
に
伝
え

る
こ
と
に
意
を
注
い
だ
。「
現
代
国
語
学
の
産
み
の
親
」（
金
田
一
京
助
）
と
も
言

わ
れ
、
そ
の
分
野
の
研
究
の
道
を
拓
い
た
。

・
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
、
日
本
言
語
学
会
創
立
に
あ
た
り
、
初
代
会
長

に
就
任
（
本
年
一
一
月
一
七
・
一
八
日
の
日
本
言
語
学
会
大
会
で
は
、
創
立
八
〇
周
年
を
記

念
し
て
、
初
代
会
長
の
新
村
出
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
る
）
。
そ
の
他
、

多
く
の
学
術
・
文
化
・
教
育
関
係
の
団
体
・
組
織
の
役
員
と
な
り
、
そ
の
育
成

に
尽
力
し
た
。

・
二
四
歳
年
下
の
寿
岳
文
章
（
英
文
学
者
、
和
紙
研
究
家
、
ダ
ン
テ
『
神
曲
』

翻
訳
者
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
若
い
研
究
者
と
わ
け
へ
だ
て
な
く
付
き

合
い
、
成
長
を
支
援
し
た
。

・
論
説
や
人
物
に
つ
い
て
、
先
入
観
の
な
い
「
非
常
に
広
や
か
な
態
度
」
で
接

し
た
（
寿
岳
文
章
）
。

・
多
く
の
高
校
の
国
語
教
科
書
・
副
読
本
・
教
師
用
資
料
の
編
著
者
に
な
っ
て

い
る
。

・『
新
村
出
全
集
』
全
一
五
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
〜
七
三
年
）
が
あ
る
。

学
術
書
は
ご
く
若
い
と
き
の
も
の
の
み
で
、
ほ
と
ん
ど
が
随
筆
、
啓
蒙
書
で
あ

る
。

※
日
本
音
韻
研
究
史
　
目
次

第
一
期
　
予
備
時
代

　
一
　
奈
良
朝
よ
り
平
安
期
に
終
に
至
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音
博
士
／
悉
曇
の
伝
来
及
び
其
の
研
究
／
五
十
音
図
の
製
作
／
古
語
の
解
釈

　
二
　
鎌
倉
時
代

　
　
管
絃
音
義
の
五
十
音
説
／
韻
鏡
の
伝
来

　
三
　
南
北
朝
よ
り
乱
世
に
至
る

第
二
期
　
蓄
積
時
代

　
　
浄
厳
／
悉
曇
三
密
鈔

　
　
契
沖
／
和
字
正
濫
抄
／
橘
成
員
の
和
字
通
例
書
／
正
濫
要
略

　
　  

益
軒
の
日
本
釈
名
／
白
石
／
東
雅
／
東
音
譜
／
徂
徠
の
南
留
別
志
／
春
台
の
和
読
要

領
／
音
義
の
伝
統

第
三
期
　
発
輝
時
代

　
　  

文
雄
／
暦
光
韻
鏡
／
和
字
大
観
抄
／
馬
淵
の
語
意
考
／
成
章
の
北
辺
随
筆
／
豊
岡
井

字
の
正
声
伝
（
音
義
説
の
伝
統
）

　
　  

宣
長
の
字
音
仮
字
使
ひ
／
漢
字
三
音
考
／
秋
成
の
呵
刈
葭
／
霊
語
通
／
春
台
の
五
十

音
辨
説
／
石
塚
龍
麿
の
古
言
清
　
　
濁
考
／
光
枝
の
国
辞
解
（
音
義
説
の
伝
統
）

　
　
富
森
一
斎
の
韻
鏡
藤
氏
伝
／
泰
山
蔚
の
音
韻
断
／
地
名
字
音
転
用
例

第
四
期
　
修
正
時
代

　
　  

太
田
方
／
漢
呉
音
図
／
義
門
の
男
信
／
関
政
方
／
傭
字
例
／
声
調
篇
／
行
智
／
悉
曇

字
記
真
釈
／
梵
漢
対
訳
字
類
編

　
　  

鈴
木
朗
の
雅
語
音
声
考
／
如
是
観
の
和
訓
考
／
篤
胤
の
古
史
本
辞
経
／
野
々
口
隆
正

の
通
略
延
約
辨
／
音
義
説
の
流
　
　
行
／
守
部
の
五
十
音
小
説

総  

評

 

（『
新
村
出
全
集
』
第
一
巻
、
四
五
九
―
五
六
一
頁
所
収
）

※
参
考
文
献
―
新
村
恭
『
広
辞
苑
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
か
―
―
新
村
出
の
生
き
た
軌
跡
』（
世

界
思
想
社
、
二
〇
一
七
年
八
月
）
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「
広
辞
苑
の
父
」
新
村
出
博
士
の
生
涯

　
　
　
　

―
―
佐
原
で
学
ん
だ
少
年
時
代
か
ら
辞
書
編
纂
に
携
わ
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
三
〇
年
度 

千
葉
県
立
東
部
図
書
館 

歴
史
講
座

 

二
〇
一
九
年
一
月
一
二
日
　
新 

村  

恭

　
　
　

Ⅰ　

佐
原
で
学
ん
だ
少
年
時
代

　
新
村
出
は
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
一
〇
月
四
日
、
関
口
の
次
男
と
し
て

現
山
口
市
道
場
門
前
に
生
ま
れ
る
。
母
静
子
。

　

実
父
・
関
口
隆
吉

　「
地
方
官
。
江
戸
生
ま
れ
。
幕
臣
で
、
徳
川
家
と
と
も
に
静
岡
に
移
り
、
茶

畑
の
開
墾
を
提
唱
。
新
政
府
に
仕
え
、
山
口
県
令
と
し
て
萩
の
乱
を
鎮
圧
。
元

老
院
議
官
。
新
村
出
の
実
父
（
一
八
三
六
〜
一
八
八
九
）」（
広
辞
苑
第
七
版
）

・
関
口
家
は
三
河
の
関
口
荘
が
ル
ー
ツ
で
今
川
系
の
武
士
。徳
川
家
康
の
正
室
、

築
山
殿
は
関
口
家
の
出
。

・
隆
吉
の
父
、
関
口
隆
船
は
現
御
前
崎
市
の
池
宮
神
社
、
佐
倉
家
の
出
。
幕
臣

御
家
人
、
与
力
。

・
隆
吉
は
次
男
で
あ
っ
た
が
、
長
男
が
夭
逝
し
た
た
め
父
を
襲
う
。
江
戸
城
の

警
備
係
。

・
剣
道
場
「
練
兵
館
」
に
通
う
。
木
戸
孝
允
と
同
門
。
幕
臣
や
藩
士
の
交
流
の

場
で
あ
り
、
こ
こ
で
藤
田
東
湖
に
出
会
い
、
水
戸
学
の
影
響
を
受
け
る
。

・
江
戸
城
開
城
に
際
し
て
、
勝
海
舟
の
配
下
で
徳
川
慶
喜
を
護
る
「
精
鋭
隊
」

の
一
員
。

・
徳
川
家
の
移
封
、
静
岡
藩
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
関
口
隆
吉
は
、
現
菊
川
市

月
岡
（
御
前
崎
市
と
隣
接
）
に
居
を
構
え
る
。

＊
そ
れ
ま
で
駿
河
・
遠
江
に
あ
っ
た
、
沼
津
藩
・
相
良
藩
・
小
島
藩
・
掛
川
藩
・

浜
松
藩
は
安
房
、
上
総
に
移
封
さ
れ
、
木
更
津
県
か
ら
千
葉
県
と
な
る
。
な
お
、

佐
原
の
所
在
す
る
香
取
郡
お
よ
び
匝
瑳
郡
・
海
上
郡
は
明
治
八
年
五
月
ま
で

霞
ヶ
浦
方
面
と
と
も
に
新
治
県
だ
っ
た
。

・
農
書
を
は
じ
め
と
し
て
本
を
よ
く
読
ん
で
い
た
関
口
は
、
徳
川
家
臣
団
の
生

活
の
た
め
、
茶
の
栽
培
を
提
唱
。「
精
鋭
隊
」
は
「
新
番
組
」
と
な
っ
て
開
墾

に
従
事
。

・
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
七
月
の
廃
藩
置
県
以
後
、
地
方
官
と
な
る
。
本
籍

を
守
る
正
妻
・
綾
の
ほ
か
に
各
地
で
生
活
を
と
も
に
す
る
静
子
、
二
人
の
妻
が

い
た
。

・
山
形
か
ら
山
口
に
赴
任
し
て
次
男
が
生
ま
れ
た
の
で
、
山
を
重
ね
て
「
出
」

と
つ
け
る
。
同
じ
年
の
二
月
、
菊
川
月
岡
の
綾
の
も
と
で
長
男
、
壮
吉
が
誕
生
。

・
出
が
生
ま
れ
た
同
じ
明
治
九
年
の
一
〇
月
下
旬
、
萩
の
乱
勃
発
、
帝
国
軍
と

県
の
力
で
早
期
に
鎮
定
、

首
謀
者
の
前
原
一
誠
ら
処
刑
。
処
刑
前
、
関
口
は
前
原
ら
に
酒
を
振
る
舞
っ
て

別
れ
る
。

＊
萩
出
身
の
木
戸
孝
允
の
関
口
隆
吉
宛
書
翰
あ
り
、
木
戸
日
記
に
も
関
口
に
関

す
る
記
事
が
み
え
る
。

・
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
、
数
え
年
五
歳
の
出
を
山
口
県
師
範
学
校
附
属

小
学
校
に
入
れ
る
。

・
明
治
一
四
年
、
元
老
院
議
官
に
な
り
、
東
京
の
現
墨
田
区
向
島
に
出
の
姉
・

妹
と
と
も
に
移
住
。
同
地
は
、
水
戸
藩
の
下
屋
敷
近
く
。
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漢
学
者
の
つ
な
が
り

・
関
口
隆
吉
の
漢
学
の
師
匠
は
、
大
橋
。

・
大
橋
訥
庵
の
師
匠
は
、
幕
府
の
学
問
所
の
指
導
的
地
位
に
あ
っ
た
佐
藤
（
佐

藤
一
斎
著
『
言
志
四
録
』
は
晩
年
の
新
村
出
の
愛
読
書
）。

・
大
橋
訥
庵
は
、
長
沼
流
兵
学
者
、
清
水
の
四
男
。
東
京
深
川
に
漢
学
塾
を
ひ

ら
く
。
尊
皇
攘
夷
の
激
派
で
、
水
戸
浪
士
と
と
も
に
桜
田
門
外
の
変
を
企
図
し

て
逮
捕
さ
れ
た
。
関
口
も
尊
皇
攘
夷
思
想
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

・
思
誠
塾
は
大
橋
訥
庵
の
養
嗣
子
大
橋
が
引
き
継
ぐ
。
塾
頭
は
千
葉
県
多
古
町

出
身
の
並
木
。
関
口
隆
吉
は
同
門
で
、
明
治
に
な
っ
て
向
島
の
思
誠
塾
あ
と
に

住
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。

・
出
の
師
匠
と
な
る
栗
本
は
、
関
口
隆
吉
と
同
門
で
旧
知
、
並
木
栗
水
の
弟
弟

子
で
女
婿
。

・
関
口
隆
吉
は
、
清
水
赤
城
の
長
男
太
郎
の
息
子
（
大
橋
訥
庵
の
甥
）
を
長
女

の
婿
と
し
、
関
口
隆
正
を
名
の
ら
せ
る
（
出
よ
り
二
〇
歳
年
上
）。

＊
隆
正
を
養
子
に
迎
え
る
前
、
関
口
隆
吉
の
、
弟
関
口
潜
宛
書
翰
（
明
治
一
四
年

八
月
八
日
）
。

「〔
清
水
璵
四
郎
は
〕
当
春
以
来
下
総
国
佐
原
と
申
す
処
に
寓
居
し
、
近
方
の
子

弟
を
集
め
教
育
に
従
事
致
さ
れ
お
り
候
。」

　

当
時
の
学
制
と
教
育
の
実
情

・
幕
藩
体
制
を
受
け
継
い
だ
明
治
政
府
の
、
国
民
国
家
形
成
の
た
め
の
大
き
な

課
題
は
、
税
制
・
兵
制
・
学
制
の
確
立
。

・
廃
藩
置
県
の
す
ぐ
後
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
七
月
、
文
部
省
新
設
。
明

治
五
（
一
八
七
二
）
年
八
月
、
学
制
布
告
。
欧
米
の
教
育
理
念
の
影
響
を
受
け

た
も
の
で
、
学
問
の
重
視
、
立
身
目
的
に
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、「
個
人
の

た
め
」
が
謳
わ
れ
て
い
た
。

・
現
状
に
そ
っ
て
具
体
的
に
進
め
る
た
め
、
教
育
令
が
し
ば
し
ば
出
さ
れ
、
制

度
は
変
転
が
激
し
い
。
復
古
主
義
の
流
れ
も
あ
る
。
年
齢
に
よ
る
規
定
は
ゆ
る

い
。

・
初
期
は
、
民
衆
の
理
解
が
な
い
な
か
で
、
学
校
の
襲
撃
、
焼
き
討
ち
事
件
が

全
国
で
発
生
し
た
。

＊
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
の
就
学
率

　
　
男
＝
五
四
・
二
％
、
女
＝
二
一
・
〇
％
、
平
均
＝
三
八
・
三
％

＊
明
治
八
年
の
小
学
校
施
設

　
　
寺
院
＝
四
〇
％
、
民
家
＝
三
三
％
、
新
築
校
舎
＝
一
八
％

　
　
一
学
校
一
教
員
＝
五
九
％
、
一
学
校
二
教
員
＝
二
二
％

 

（
山
本
正
身
『
日
本
教
育
史
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
に
よ
る
）

・『
佐
原
市
史
』
に
は
、
幕
末
・
明
治
期
の
私
塾
・
寺
子
屋
、
計
四
三
が
表
で

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
同
市
史
に
『
千
葉
県
教
育
史
』
か
ら
転
載
さ
れ
た
明
治
八
年
佐
原
地
方
の
、

認
可
さ
れ
た
私
立
小
学
校
の
数
は
一
五
で
あ
る
。

　

螟
蛉
塾 

（
は
青
虫
の
意
。
塾
か
？
）

・
螟
蛉
塾
は
並
木
栗
水
が
開
い
た
も
の
。
並
木
家
は
多
古
町
で
醸
造
業
を
営
ん

で
い
た
が
、
栗
水
の
父
が
佐
原
に
出
て
医
者
と
し
て
開
業
。
栗
水
は
医
者
を
継

が
ず
、
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
、
思
誠
塾
を
離
れ
て
佐
原
の
伊
能
七
左
衛
門

の
長
屋
で
開
塾
。

・
慶
応
二（
一
八
六
六
）年
に
郷
里
の
多
古
町
に
戻
っ
て
同
名
の
塾
を
開
く
。（
多

古
町
の
地
で
は
、「
螟
蛉
塾
跡
」
と
し
て
史
跡
扱
い
に
し
て
い
る
。）

・
佐
原
で
は
、栗
水
の
女
婿
栗
本
義
喬
が
塾
を
引
き
継
ぎ
今
の
中
川
岸
に
開
塾
、
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の
ち
諏
訪
神
社
麓
の
無
人
の
常
照
寺
に
移
る
。

・「
こ
の
螟
蛉
塾
は
な
か
な
か
の
人
材
を
だ
し
て
い
る
。
学
科
は
漢
文
読
法
・

経
学
・
和
漢
歴
史
学
・
文
章
学
・
詩
学
・
習
字
な
ど
で
あ
っ
た
。」（
以
上
、『
佐

原
市
史
』
に
よ
る
）

・
し
か
し
、
新
村
出
は
回
想
で
「
蜻
蛉
塾
」
と
し
、「
と
ん
ぼ
頓
筆
」
と
い
う

随
筆
も
書
い
て
い
る
。

「
昔
々
私
が
テ
ィ
ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
の
初
め
に
学
ん
だ
漢
学
塾
が
千
葉
県
佐
原
の

蜻
蛉
塾
と
い
っ
た
様
な
因
縁
で
、
お
里
が
現
れ
て
来
た
迄
で
。」（
昭
和
二
八
年
）

・
あ
る
い
は
、
並
木
栗
水
が
多
古
町
へ
戻
っ
て
名
称
を
引
き
継
い
だ
の
が
螟
蛉

塾
で
、
佐
原
で
栗
本
義
喬
が
後
を
受
け
て
開
い
た
の
が
蜻
蛉
塾
と
い
っ
た
の

か
？
　
未
解
決
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

関
口
出
の
塾
で
の
生
活

・
一
次
資
料
に
乏
し
い
の
で
、
新
村
出
の
回
想
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し

か
し
、
ほ
と
ん
ど
が
、
最
晩
年
の
も
の
で
な
つ
か
し
く
美
化
さ
れ
て
い
る
面
が

あ
る
。
唯
一
戦
前
の
も
の
が
以
下
。

「
…
私
は
下
総
の
佐
原
と
い
う
田
舎
町
、
刀
根
川
の
ほ
と
り
、
香
取
神
宮
の
森

を
も
み
は
る
か
す
青
丘
の
ふ
も
と
、
そ
こ
の
寺
子
屋
の
漢
学
塾
に
ぶ
ち
こ
ま
れ

た
。
関
口
の
実
兄
は
、
義
兄
の
後
を
た
ど
っ
て
、
上
海
に
留
学
し
、
西
洋
人
の

学
校
に
入
れ
ら
れ
て
、こ
れ
は
又
新
し
い
教
育
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
…
」

（「
上
海
雑
記
」
昭
和
一
二
年
）

・
親
元
離
れ
て
、
常
照
寺
に
起
居
し
て
の
学
習
。
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年

春
か
ら
二
〇
年
二
月
ま
で
、
数
え
で
九
歳
か
ら
一
二
歳
。
小
学
校
は
卒
業
し
て

な
い
。

・
東
京
・
佐
原
間
の
行
き
来
。
成
田
鉄
道
が
佐
原
に
開
通
し
た
の
は
明
治
三
一

（
一
八
九
八
）
年
。
当
時
は
船
が
中
心
、
蒸
気
船
が
利
根
川
か
ら
江
戸
川
へ
と

運
航
し
て
い
た
。
乗
合
い
馬
車
、
人
力
車
も
あ
っ
た
。
一
年
に
一
度
東
京
の
父

の
も
と
に
帰
る
と
き
を
含
め
て
、
同
行
者
は
関
口
家
の
老
齢
家
人
、
中
村
知
常
。

・
講
師
は
栗
本
義
喬
で
弟
子
た
ち
と
同
居
。
ち
ょ
ん
ま
げ
の
ま
ま
。
の
ち
に
一

高
で
漢
文
の
教
授
も
つ
と
め
て
い
る
。
栗
本
の
晩
年
、
栃
木
で
教
え
を
う
け
た

者
の
回
想
に
よ
る
と
、
酒
気
を
帯
び
て
い
た
が
、
教
え
は
大
変
厳
し
か
っ
た
と

い
う
。

・
塾
頭
は
菊
池
晋
二
、
次
席
・
益
田
祐
之
、
他
に
内
野
五
郎
三
、
加
藤
良
等
、

出
よ
り
年
長
の
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。

・
テ
キ
ス
ト
は
四
書
五
経
、『
小
学
』『
日
本
外
史
』『
皇
朝
史
略
』。
素
読
が
中

心
。
東
海
散
士
『
佳
人
之
奇
遇
』
を
私
的
に
輪
読
。

・
剣
術
、
柔
術
も
あ
り
。
霞
ヶ
浦
へ
遠
足
（
遠
舟
）。
祭
礼
の
と
き
な
ど
香
取

神
宮
へ
行
く
。『
唐
詩
選
』
の
詩
ガ
ル
タ
。

・
食
べ
物
「
ダ
イ
コ
ン
、
ゴ
ボ
ウ
、
ニ
ン
ジ
ン
、
イ
モ
、
ト
ウ
フ
や
コ
ン
ニ
ャ

ク
、
稀
に
は
イ
ワ
シ
と
シ
ャ
ケ
、
そ
れ
以
上
の
食
物
は
全
く
つ
か
な
か
っ
た
」。

香
取
神
社
で「
ス
ル
メ
の
を
た
べ
た
が
、そ
の
香
そ
の
味
の
う
ま
か
っ
た
こ
と
」。

・「
何
か
の
厳
罰
か
懲
ら
し
め
か
、
懲
罰
や
ら
仕
置
き
を
一
度
受
け
た
こ
と
も

忘
れ
が
た
い
。
便
所
掃
除
、
ふ
ろ
水
の
く
み
込
み
、
石
階
二
十
段
も
あ
っ
た
ほ

ど
の
中
腹
の
釣
瓶
井
戸
の
水
を
桶
に
く
み
上
げ
て
、
塾
友
の
少
年
と
二
人
で
浴

場
ま
で
は
こ
び
あ
げ
る
動
作
、
こ
れ
ら
の
所
業
に
、
ど
う
や
ら
忍
耐
し
た
意
気

地
な
さ
…
」「
墓
地
の
焼
場
の
火
も
、泣
き
叫
び
な
が
ら
目
撃
し
て
畏
ろ
し
か
っ

た
印
象
が
存
す
る
。」（
昭
和
三
七
年
八
月
、
八
六
歳
時
の
回
想
）

・
佐
原
時
代
を
回
想
す
る
歌
。

　
　
い
と
け
な
き
童
べ
の
む
か
し
お
も
ほ
え
て
佐
原
香
取
は
な
つ
か
し
き
か
な

　
　  

諏
訪
の
岡
の
ふ
も
と
の
の
寺
子
屋
に
た
だ
漢
籍
の
物
学
び
せ
し
　（
常
照
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寺
碑
文
）

　
　  
春
の
夜
の
狐
の
よ
め
い
り
田
の
く
ろ
の
提
灯
な
ら
ぶ
行
列
も
見
し
　（
稲

荷
神
社
歌
碑
）

　
　
寺
庭
の
古
き
榎
の
木
に
を
う
つ
狸
も
き
ぬ

　
　
鬱
蒼
と
神
さ
び
古
き
杉
森
の
奥
か
し
づ
も
る
香
取
大
宮

・
生
涯
唯
一
の
田
園
的
環
境
で
の
生
活
。
漢
文
の
素
養
を
含
め
て
、
新
村
出
の

根
を
つ
く
っ
た
。

　
　
　

Ⅱ　

新
村
出
の
軌
跡

　

静
岡
中
学
で
学
ぶ
、
父
の
死
で
新
村
家
へ
養
子
に

・
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
、
中
学
校
令
が
だ
さ
れ
、
尋
常
中
学
校
と
高
等

中
学
校
が
設
立
さ
れ
る
。

・
明
治
二
〇
年
、
静
岡
県
知
事
に
な
っ
て
い
た
父
関
口
隆
吉
の
も
と
、
静
岡
県

尋
常
中
学
校
に
入
学
。

・
一
転
、
英
語
中
心
の
教
育
を
受
け
る
。

・
明
治
二
二
（
一
八
八
九  

）
年
五
月
、
父
が
東
海
道
線
の
列
車
事
故
の
け
が

が
も
と
で
死
去
。
同
年
一
二
月
、
最
後
の
将
軍
徳
川
慶
喜
の
側
近
、
新
村
猛
雄

の
養
子
と
な
る
。

・
同
時
に
、
慶
喜
の
二
人
の
側
室
（
そ
れ
ぞ
れ
一
一
人
ず
つ
子
ど
も
を
産
ん
で

い
る
）
の
う
ち
の
一
人
、
や
は
り
新
村
猛
雄
の
養
子
で
あ
っ
た
新
村
信
と
、
戸

籍
上
は
兄
弟
と
な
る
。

・
徳
川
慶
喜
邸
の
隣
に
住
み
、
講
義
を
陪
聴
し
た
り
、
慶
喜
の
子
ど
も
た
ち
と

遊
ん
だ
り
す
る
。

　

一
高
か
ら
東
大
へ

・
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
三
月
、
静
岡
中
学
卒
業
、
上
京
し
て
半
年
間
、

漢
学
者
塩
谷
青
山
の
も
と
で
学
ぶ
。
同
年
九
月
、
第
一
高
等
中
学
校
入
学
（
同

二
七
年
か
ら
第
一
高
等
学
校
）。
寮
に
入
る
。

・
初
め
て
の
国
文
学
の
講
義
を
落
合
直
文
か
ら
受
け
る
。
文
学
青
年
と
な
り
多

く
の
書
物
を
読
む
。
ド
イ
ツ
語
を
よ
く
学
ぶ
。

・
明
治
二
七
年
一
一
月
、
大
学
入
学
後
指
導
教
官
と
な
る
上
田
萬
年
教
授
の
講

演
「
言
語
学
者
と
し
て
の
新
井
白
石
」
を
聴
き
、
博
言
学
科
へ
の
進
学
を
決
意

す
る
。

・
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
、
一
高
卒
業
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
博
言
学
科

入
学
。

・
ラ
テ
ン
語
、
ギ
リ
シ
ア
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
多
く
の
言
語
と
言
語
理
論
を

学
ぶ
。

・
一
年
次
の
修
了
論
文
「
日
本
音
韻
史
研
究
」
四
〇
〇
字
詰
一
〇
〇
枚
余
を
提

出
。
二
年
以
後
特
待
生
。

・
明
治
三
一
年
七
月
、
東
大
卒
業
、
成
績
優
秀
者
と
し
て
明
治
天
皇
か
ら
銀
時

計
を
下
賜
さ
れ
る
。
大
学
院
に
進
学
。

　

東
大
で
の
研
究
活
動
、
結
婚　

・
助
手
、
講
師
、
助
教
授
と
進
み
、
東
京
高
等
師
範
学
校
、
東
京
外
国
語
学
校

で
も
教
鞭
を
と
る
。

・
全
国
に
方
言
調
査
に
赴
き
、
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
『
東
西
語
法
境
界

概
要
図
』
を
完
成
。

・
処
女
論
文
は
、ド
イ
ツ
の
言
語
学
者
を
紹
介
し
た
「
ヤ
コ
プ
・
グ
リ
ム
」。「
日

本
人
の
眼
に
映
じ
た
る
星
」
で
は
、
上
古
か
ら
の
文
献
を
渉
猟
し
て
、
星
・
星
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座
を
詳
述
（
い
ず
れ
も
『
言
語
学
雑
誌
』
に
発
表
）
。
す
で
に
グ
リ
ム
と
同
様
の
、
歴

史
主
義
的
学
風
が
表
れ
て
い
る
。
語
源
語
誌
を
大
切
に
し
、
言
語
学
・
国
語
学

を
理
論
的
・
体
系
的
に
ま
と
め
る
方
向
に
む
か
わ
ず
。

・
明
治
三
八
年
か
ら
一
年
間
、
東
大
で
「
国
語
学
概
説
」
を
講
義
。
金
田
一
京

助
、
橋
本
進
吉
、
小
倉
進
平
、
伊
波
普
猷
ら
が
受
講
。

・
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
、
海
軍
兵
学
校
教
授
荒
川
重
平
の
長
女
豊
子
と

結
婚
、
四
児
を
も
う
け
る
。

　

京
大
へ
転
任
、
終
生
京
都
に
住
む　

・
明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
一
月
、
京
大
助
教
授
の
辞
令
を
受
け
、
三
月
か

ら
欧
州
留
学
に
発
つ
。

・
イ
ン
ド
洋
、
ス
エ
ズ
運
河
を
通
っ
て
欧
州
着
。
ド
イ
ツ
中
心
に
研
修
。
明
治

四
一
年
九
月
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
を
通
っ
て
イ
ギ
リ
ス
へ
。
大
英
博
物
館
で
天
草
版

伊
曽
保
物
語
を
筆
写
。
四
二
年
一
月
に
フ
ラ
ン
ス
へ
。

・
明
治
四
二
年
三
月
末
、
ベ
ル
リ
ン
に
戻
っ
て
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
乗
り
、
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
か
ら
明
治
四
二
年
四
月
、
敦
賀
へ
帰
着
。
五
月
、
京
大
教
授
に

な
る
。
九
月
か
ら
言
語
学
の
講
座
を
担
当
。

・
明
治
四
四
（
一
九
一
〇
）
年
か
ら
、
大
学
図
書
館
長
を
兼
任
で
、
定
年
ま
で

二
六
年
間
務
め
る
。

・
京
大
時
代
は
、南
蛮
吉
利
支
丹
関
係
の
文
物
に
つ
い
て
の
小
論
を
多
く
書
き
、

『
南
蛮
更
紗
』
な
ど
と
し
て
出
版
。
ま
た
、
多
く
の
高
校
国
語
教
科
書
・
副
読

本
の
編
者
と
な
っ
て
い
る
。

・
京
都
の
住
ま
い
は
、
最
初
は
御
所
東
の
新
烏
丸
通
下
ノ
切
通
、
つ
い
で
鴨
川

西
岸
土
手
町
の
木
戸
邸
に
移
り
、
大
正
一
二
（
一
九
二
三
）
年
に
木
戸
家
か
ら

母
屋
を
貰
い
受
け
、
北
区
小
山
中
溝
町
に
移
築
し
て
終
生
棲
む
。

　

『
広
辞
苑
』
の
前
身
『
辞
苑
』
の
刊
行
、
生
み
の
親
は
出
版
人

・
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
一
一
月
、
代
表
的
著
作
の
一
つ
『
東
亜
語
源
志
』

を
岡
書
院
よ
り
刊
行
。
同
一
二
月
、
同
社
の
岡
茂
雄
か
ら
一
般
家
庭
向
け
の
国

語
辞
典
を
刊
行
し
た
い
と
の
要
請
を
受
け
る
。

・「
そ
の
よ
う
な
も
の
に
は
興
味
を
も
た
な
い
」
と
即
座
に
断
っ
た
が
、
自
著

を
複
数
刊
行
し
て
も
ら
っ
た
岡
の
執
拗
な
食
い
下
が
り
に
折
れ
、
条
件
付
き
で

許
諾
し
た
。

・
条
件
は
、
元
舞
鶴
女
子
高
の
国
語
の
教
員
で
教
頭
も
務
め
た
が
退
職
し
て
い

る
が
協
力
し
て
く
れ
る
な
ら
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
新
村
は
、
多
く
の
高
校
国

語
の
教
科
書
、
教
材
の
編
者
を
務
め
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
溝
江
の
こ
と
を
よ

く
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
溝
江
の
百
科
項
目
も
含
め
る
と
い
う
提
案
を
受

け
入
れ
て
、
一
般
向
け
国
語
辞
書
の
編
纂
が
ス
タ
ー
ト
。

・
先
行
す
る
『
大
日
本
国
語
辞
典
』（
冨
山
房
）
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
、項
目
カ
ー

ド
が
作
成
さ
れ
、
そ
の
多
さ
に
、
岡
は
自
社
の
資
金
力
で
は
出
版
は
難
し
い
と

考
え
、
引
き
受
け
て
く
れ
る
社
を
探
す
。
渋
沢
敬
三
の
仲
介
で
、
戦
前
の
大
手

出
版
社
、
東
京
の
博
文
館
か
ら
刊
行
す
る
こ
と
に
決
定
、
岡
は
新
村
と
と
も
に

著
作
権
を
折
半
し
保
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

・
新
村
の
指
示
、
岡
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
そ
し
て
溝
江
の
も
と
に
東
京
高
師

出
身
の
ス
タ
ッ
フ
を
集
め
、『
辞
苑
』
は
昭
和
一
〇
（
一
〇
三
五
）
年
二
月
に

刊
行
、
好
評
で
刷
り
を
重
ね
た
。

　

『
広
辞
苑
』
岩
波
か
ら
刊
行　

・『
辞
苑
』
刊
行
の
数
年
後
、
改
訂
作
業
が
始
ま
る
。
同
時
期
、
次
男
の
猛
が

治
安
維
持
法
違
反
の
か
ど
で
逮
捕
・
勾
留
さ
れ
て
失
職
し
、
執
行
猶
予
で
保
釈
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さ
れ（
昭
和
一
四
年
）、父
新
村
出
の
も
と
に
い
て
、改
訂
を
手
伝
う
こ
と
に
な
っ

た
。

・
次
男
猛
は
専
門
が
フ
ラ
ン
ス
文
学
で
あ
り
、
外
来
語
の
担
当
か
ら
校
訂
全
般

に
参
画
し
て
い
く
。
孫
引
き
や
不
備
の
多
い
初
版
の
全
面
的
改
訂
に
乗
り
出
し

た
。

・
改
訂
版
刊
行
が
遅
れ
る
と
と
も
に
戦
局
が
深
化
、つ
い
に
は
空
襲
で
博
文
館
・

共
同
印
刷
は
全
焼
、
改
訂
作
業
中
の
校
正
刷
が
わ
ず
か
に
残
る
。
そ
れ
を
猛
が

京
都
に
持
ち
帰
っ
て
終
戦
を
迎
え
る
。

・
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
支
配
下
、
大
き
な
企
業
体
で
あ
り
、
南
方
植
民
地
へ
の
投
資
も
し

て
い
た
博
文
館
は
、
追
及
を
の
が
れ
る
た
め
、
企
業
を
解
体
、
小
さ
な
出
版
社

だ
け
が
残
る
か
た
ち
に
し
た
。

・
そ
の
た
め
博
文
館
で
は
、『
辞
苑
』
の
改
訂
版
が
だ
せ
な
く
な
り
、
そ
れ
を

岩
波
書
店
に
引
き
受
け
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

・
昭
和
二
三
（
一
九
四
八
）
年
九
月
、
岩
波
書
店
の
な
か
に
新
村
出
辞
書
編
纂

室
が
お
か
れ
、
の
ち
に
東
洋
大
教
授
と
な
る
市
村
宏
を
チ
ー
フ
に
、
一
〇
名
の

ス
タ
ッ
フ
が
集
め
ら
れ
、
原
稿
作
成
が
始
め
ら
れ
た
。

岩
波
と
の
折
衝
役
は
猛
が
務
め
た
。
人
件
費
な
ど
の
編
纂
費
用
は
、
新
村
家
が

印
税
前
借
り
で
負
担
し
た
。

・
国
語
項
目
は
『
辞
苑
』
の
内
容
を
か
な
り
引
き
継
ぐ
か
た
ち
だ
っ
た
が
、
社

会
状
況
が
一
変
し
た
中
で
の
外
来
語
や
百
科
項
目
の
立
項
と
釈
文
作
成
は
大
き

な
事
業
だ
っ
た
。
新
村
出
・
猛
父
子
の
人
脈
と
岩
波
書
店
の
力
で
、
各
分
野
に

一
流
の
研
究
者
が
揃
え
ら
れ
た
。

・
編
者
側
か
ら
順
次
原
稿
が
入
り
、
昭
和
二
八
年
二
月
か
ら
校
正
刷
が
で
は
じ

め
、岩
波
の
大
き
な
力
の
傾
注
も
あ
っ
て
、『
広
辞
苑
』は
昭
和
三
〇（
一
九
五
五
）

年
五
月
二
五
日
、
刊
行
さ
れ
た
。

・
昭
和
三
一
年
一
一
月
三
日
、
新
村
出
は
文
化
勲
章
受
章
、
京
都
市
の
名
誉
市

民
に
推
挙
さ
れ
る
。

・
改
訂
第
二
版
刊
行
の
途
次
、
昭
和
四
二
（
一
九
六
七
）
年
八
月
一
七
日
、
新

村
出
永
眠
。

　
　
　

付　

新
村
出
と
親
交
が
あ
っ
た
千
葉
県
の
三
歌
人

・
新
村
出
は
歌
を
詠
む
の
が
生
活
の
一
部
で
厖
大
な
和
歌
を
の
こ
し
て
い
る
。

歌
集
は
生
前
に
三
冊
、
歿
後
遺
族
に
よ
り
一
冊
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

・
特
定
の
短
歌
結
社
に
加
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
歌
人
と
親
交
が
あ
り
、

そ
の
な
か
で
最
も
親
し
か
っ
た
の
が
佐
佐
木
信
綱
、『
心
の
花
』主
人
で
あ
っ
た
。

・
寄
贈
さ
れ
た
三
氏
の
歌
集
に
は
書
き
込
み
が
多
く
、
佐
原
で
の
思
い
出
が
記

さ
れ
て
い
る
。

　
吉
植
庄
亮  

（
一
八
八
四
〜
一
九
五
八
年
）

・
戦
前
は
衆
議
院
議
員
で
政
治
家
で
も
あ
っ
た
。
印
旛
沼
開
拓
の
中
心
人
物
。

若
く
し
て
歌
人
と
な
り
、『
』
を
創
刊
。
代
表
的
歌
集
『
開
墾
』。
千
葉
県
を
代

表
す
る
歌
人
。

・
新
村
出
は
『
橄
欖
』
の
特
輯
号
に
「
歌
集
『
開
墾
』
を
読
み
て
」
を
寄
せ
て

い
る
（
昭
和
一
六
年
九
月
）
。『
開
墾
』
の
扉
に
「
き
ょ
う
一
日
一
夜
読
み
つ
づ
け
つ
。

吹
雪
は
げ
し
く
、
夜
更
け
て
は
寒
さ
身
に
し
む
こ
と
此
の
冬
初
め
て
の
こ
と
な

り
。
感
興
限
り
な
し
。
時
に
一
月
二
十
日
午
後
十
一
時
な
り
」
と
墨
書
。
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椿
一
郎

・
香
取
郡
（
旧
米
沢
村
）
の
農
業
家
。
佐
佐
木
信
綱
の
竹
柏
園
の
門
人
。
代
表

的
歌
集
『
農
人
の
歌
』。

・
新
村
出
と
は
親
し
く
手
紙
の
や
り
と
り
を
し
て
い
た
。
新
村
出
も
随
筆
で
し

ば
し
ば
椿
の
歌
を
紹
介
。

「
そ
の
落
葉
松
を
掻
き
あ
つ
め
る
情
景
は
、
下
総
の
椿
さ
ん
の
新
歌
集
で
あ
る

『
農
人
の
歌
』
と
題
し
た
本
に
数
首
出
て
い
る
の
を
見
出
し
て
、こ
れ
も
む
し
ょ

う
に
嬉
し
か
っ
た
。
そ
の
地
方
の
方
言
で
松
の
落
葉
を
サ
ラ
キ
と
い
う
そ
う
で

あ
る
。」
新
村
の
書
き
込
み
に
は
用
語
の
リ
ス
ト
も
あ
り
圧
倒
さ
れ
る
。

　

飯
田
恒
治

・
成
田
機
関
区
の
鉄
道
機
関
士
。
は
じ
め
椿
一
郎
に
学
び
、
の
ち
佐
佐
木
信
綱

に
私
淑
す
る
こ
と
大
。
歌
集
『
機
関
士
の
歌
』

・
新
村
出
は
佐
佐
木
信
綱
に
感
想
を
送
り
、『
心
の
花
』
に
「
健
全
質
実
な
作
品
」

と
し
て
紹
介
さ
れ
た
。

「『
機
関
士
の
歌
』
の
純
真
さ
自
然
さ
に
は
、
い
た
く
感
心
し
て
し
ま
い
…
…
乗

務
の
歌
の
数
十
首
が
中
心
を
な
し
そ
れ
に
菜
の
花
の
ゆ
れ
を
詠
じ
た
私
の
好
き

な
一
瞬
間
の
こ
よ
な
き
余
裕
を
た
た
え
た
佳
吟
等
、
み
な
生
き
生
き
し
た
、
は

つ
ら
つ
た
る
詠
歌
が
少
く
な
く
…
…
」
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言
語
学
者
新
村
出
の
学
風
と
広
辞
苑

 

（
二
〇
一
九
年
七
月
一
三
日
、
関
西
言
語
学
会
、
新
村
恭
）

 

＊
新
村
出
・
一
八
七
六
（
明
治
九
）
年
一
〇
月
四
日
生
ま
れ
。

 

父
は
地
方
官
の
関
口
隆
吉
、
母
静
子
。

　
　

Ⅰ　

新
村
出
の
言
語
習
得
歴

・
小
学
校
高
学
年
年
代
―
―
ひ
た
す
ら
漢
文
の
素
読
、
四
書
五
経
な
ど
（
千
葉

県
佐
原
の
塾
に
親
元
離
れ
て
三
年
間
）

・
静
岡
県
尋
常
中
学
校
―
―
一
転
、
英
語
中
心
の
教
育
。
日
本
語
の
教
科
書
が

普
及
す
る
に
至
ら
ず
、語
学
以
外
の
学
課
の
教
科
書
も
英
語
の
も
の
が
あ
っ
た
。

（
五
年
間
）

・
一
高
時
代
―
―
ド
イ
ツ
語
が
第
一
外
国
語
だ
っ
た
。文
学
に
め
ざ
め
、ス
ポ
ー

ツ
等
の
趣
味
は
も
た
ず
、
多
く
の
書
物
を
読
む
。
生
涯
ゲ
ー
テ
フ
ァ
ン
。
句
集

も
よ
く
読
む
。（
四
年
間
）

・
帝
国
大
学
文
科
大
学
博
言
学
科
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
週
の
コ
マ
数
（
明
治

三
一
年
）

　
＊
第
一
年
　
博
言
学
（
2
）、
国
語
学
（
2
）、
ラ
テ
ン
語
（
3
）、
ギ
リ
シ
ア
語
（
2
）、
ド

イ
ツ
語
（
3
）、
フ
ラ
ン
ス
　
　
語
（
3
）、
人
類
学
（
3
）、
哲
学
概
論
（
4
）

　
＊
第
二
年
　
博
言
学
（
1
）、
声
音
学
（
1
）、
ロ
ー
マ
ン
ス
語
及
び
チ
ュ
ー
ト
ニ
ッ
ク
語
比

較
文
法
（
2
）、
国
語
学
（
2
）、　
　
支
那
語
（
3
）、
ラ
テ
ン
語
（
3
）、
ド
イ
ツ
語
（
3
）、

梵
語
（
2
）

　
＊
第
三
年
　
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
比
較
文
法
（
2
）、博
言
学
演
習
（
2
）、支
那
語
（
3
）、

朝
鮮
語
（
3
）、
ラ
　
　
　
テ
ン
語
（
3
）、
梵
語
（
2
）、
教
育
学
（
2
）

　
　

Ⅱ　

歴
史
主
義
の
学
風

・
新
井
白
石
の
『
東
雅
』
の
影
響

一
高
時
代
に
聴
い
た
、上
田
萬
年
師
の
講
演
「
言
語
学
者
と
し
て
の
新
井
白
石
」

が
「
は
か
ら
ず
も
私
の
運
命
を
永
久
に
決
定
し
て
し
ま
っ
た
」。

上
田
の
講
演
は
、『
東
雅
』
の
「
総
論
」
の
紹
介
で
あ
っ
た
。
白
石
の
言
語
観
、

方
法
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
（『
史
学
雑
誌
』
一
九
九
五
年
二
・
三
月
号

に
講
演
録
）
。『
東
雅
』
の
大
部
な
本
論
は
天
象
、
器
物
・
道
具
、
動
植
物
な
ど

物
の
名
に
つ
い
て
語
源
等
を
詳
細
に
記
し
た
全
二
〇
巻
で
あ
る
。

「
出
の
後
年
の
研
究
者
と
し
て
の
軌
跡
を
み
る
と
、
南
蛮
吉
利
支
丹
の
日
本
語

へ
の
影
響
や
文
化
研
究
、
物
の
名
を
中
心
と
し
た
語
源
語
誌
研
究
に
力
を
注
い

だ
こ
と
な
ど
、そ
の
学
風
を
ふ
く
め
て
、新
井
白
石
と
重
な
っ
て
く
る
。」（
拙
著
）

・
ヤ
コ
プ
・
グ
リ
ム

新
村
出
自
ら
「
処
女
論
文
」
と
い
う
「
ヤ
コ
プ
・
グ
リ
ム
」（『
言
語
学
雑
誌
』

一
九
〇
〇
年
三
月
〜
〇
一
年
八
月
）
を
二
〇
代
半
ば
で
書
い
て
い
る
。

「
…
こ
の
偉
人
が
歴
史
的
観
察
に
深
か
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
彼
は

人
心
自
然
の
史
的
発
展
の
跡
を
尋
ね
、
そ
の
間
に
私
心
を
挟
ま
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
彼
の
知
ろ
う
と
し
た
の
は
実
在
で
あ
っ
て
、
理
想
で
は
な
い
。
在
り
の

ま
ゝ
が
彼
の
愛
す
る
所
で
、
矯
飾
は
そ
の
嫌
ふ
所
で
あ
つ
た
。
こ
の
事
は
言
語

研
究
に
つ
い
て
最
も
著
し
く
現
は
れ
て
ゐ
る
の
で
、
…
…
換
言
す
る
と
、
言
語

の
当
然
的
規
則
を
立
て
て
、
之
に
服
従
を
要
め
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ

ん
な
抽
象
的
な
法
則
を
設
け
て
、
言
文
を
拘
束
す
る
こ
と
は
グ
リ
ム
の
極
嫌
ひ

な
所
で
あ
つ
て
、
言
語
の
真
実
な
有
様
を
調
べ
あ
げ
さ
へ
す
れ
ば
そ
れ
で
満
足

し
た
の
で
あ
る
。
…
」

「
私
の
言
語
研
究
は
、
歴
史
的
研
究
に
せ
よ
、
現
代
語
の
研
究
に
せ
よ
、
グ
リ

ム
の
学
風
に
従
っ
て
徐
々
に
自
分
の
研
究
を
進
め
て
行
き
ま
し
た
。」（「
思
い
出
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を
語
る
」『
言
語
生
活
』
一
九
五
六
年
九
月
）

・
泉
井
久
之
助
の
解
説  

『
新
村
出
全
集
第
一
巻
』

「
先
生
の
言
語
的
研
究
に
お
け
る
態
度
は
歴
史
主
義
的
で
あ
る
。
後
年
に
は
、

み
ず
か
ら
も
い
っ
て
お
ら
れ
た
よ
う
に
、
む
し
ろ
ま
す
ま
す
歴
史
趣
味
的
で

あ
っ
た
。
…
…
」

「
た
だ
、
歴
史
を
も
っ
て
、
一
切
の
人
間
営
為
と
、
営
為
の
あ
と
と
の
説
明
原

理
と
す
る
と
き
、
そ
の
努
力
は
歴
史
的
で
あ
る
よ
り
、
む
し
ろ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
に
歴
史
主
義
的
と
な
る
。

　
こ
れ
が
、
新
村
先
生
も
常
に
推
賞
し
て
お
ら
れ
た
ド
イ
ツ
の
ヘ
ル
マ
ン
・
パ

ウ
ル
の
信
念
で
あ
り
態
度
で
あ
っ
た
。
…
パ
ウ
ル
の
『
言
語
史
原
理
』
は
こ
の

信
念
の
結
晶
で
あ
る
。
…
…
」

「
…
い
わ
ゆ
る
近
代
言
語
学
が
言
語
事
実
間
の
〈
関
係
〉
の
上
に
言
語
の
体
系

性
の
設
定
を
求
め
、
対
象
と
す
る
言
語
事
実
の
研
究
に
お
け
る
徹
底
し
た
網
羅

性
の
上
に
論
理
的
な
操
作
を
施
し
、
そ
こ
に
働
く
規
則
性
を
時
に
は
確
率
・
統

計
的
に
さ
え
究
明
し
て
ゆ
く
煩
い
は
、
年
齢
の
進
み
と
と
も
に
、
先
生
の
い
と

わ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
…
近
代
言
語
学
も
徹
底
し
て
そ
の
成
立
を
全
う
す
る
た
め
に
は
右
の
よ
う
な

論
理
的
努
力
と
、
個
別
的
な
言
語
事
実
の
史
的
究
明
の
積
み
上
げ
に
よ
る
史
的

言
語
学
と
の
、
綜
合
の
上
に
立
つ
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
先

生
の
言
語
と
国
語
に
関
す
る
驚
く
べ
き
博
捜
と
犀
利
な
整
理
に
よ
る
史
的
言
語

学
は
、
将
来
に
お
い
て
も
な
が
く
、
大
き
い
支
柱
で
あ
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
何
よ
り
も
各
時
代
の
日
本
語
に
対
し
て
先
生
ほ
ど
、
語
感
の
鋭
敏
で
正
確
で

あ
っ
た
人
は
少
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
使
用
さ
れ
る
日
本
語
も
ま

た
常
に
正
し
く
美
し
か
っ
た
。
先
生
の
言
語
・
国
語
の
研
究
が
、
ユ
ニ
ー
ク
な

光
を
放
ち
つ
つ
学
界
を
領
導
し
、
世
に
対
す
る
貢
献
が
著
し
か
っ
た
の
は
、
こ

の
理
解
と
実
践
に
お
け
る
先
生
の
精
妙
さ
の
ゆ
え
で
あ
っ
た
。
先
生
の
書
か
れ

た
も
の
に
は
常
に
日
本
的
な
伝
統
の
か
ぐ
わ
し
い
匂
い
が
あ
っ
た
。」　

＊
京
大
在
職
中
の
ほ
と
ん
ど
、
足
か
け
二
六
年
間
、
京
大
図
書
館
長
を
務
め
た
。

多
く
の
高
校
国
語
の
教
科
書
や
副
読
本
の
編
・
著
者
で
も
あ
っ
た
。

　
　

Ⅲ　

広
辞
苑
へ
の
眼
差
し

　
　
　
　
　
新
村
出
辞
書
編
纂
室
主
任
・
市
村
宏
へ
の
書
簡
を
も
と
に

＊
同
編
纂
室
は
、
一
九
四
八
年
九
月
ス
タ
ー
ト
。
新
村
家
で
雇
用
す
る
一
〇
名

の
ス
タ
ッ
フ
を
擁
し
た
。
市
村
は
冨
山
房
で
辞
書
づ
く
り
の
経
験
を
持
ち
、
広

辞
苑
刊
行
後
、
東
洋
大
学
教
授
、
国
文
学
者
。

以
下
、
広
辞
苑
第
七
版
の
い
く
つ
か
の
項
目
を
、
新
村
出
の
語
源
考
察
と
と
も

に
見
る
。

が
ん
‐
ば
・
る
【
眼
張
る
】〘
自
四
〙
目
を
つ
け
る
。
見
張
る
。
浄
瑠
璃
、神
霊
矢
口
渡
「
さ

つ
き
に
跡
の
松
原
で
―
・
つ
て
置
い
た
金
の
蔓
」

が
ん
‐
ば
・
る
【
頑
張
る
】〘
自
五
〙
（「
頑
張
る
」
は
当
て
字
。
我
ニ
張
ル
の
転
）
①
我

意
を
張
り
通
す
。「
ま
ち
が
い
な
い
と
―
・
る
」
②
ど
こ
ま
で
も
忍
耐
し
て
努
力
す
る
。「
成

功
す
る
ま
で
―
・
る
」
③
あ
る
場
所
を
占
め
て
動
か
な
い
。「
入
口
で
―
・
る
」

・
新
村
出
「
頑
張
考
」（
一
九
四
四
年
、
全
集
第
四
巻
所
収
）
参
照
。
日
本
国

語
大
辞
典
は
、
我
ニ
張
ル
説
を
と
ら
ず
。
大
辞
林
は
両
辞
書
の
説
併
記
。

・
市
村
宛
〔
昭
和
二
十
四
年
十
月
十
四
日
〕
付
。

カ
カ
シ
（
清
濁
両
用
〈
東
方
ニ
ハ
カ
カ
シ
、
西
方
ニ
ハ
カ
ガ
シ
〉）
標
準
音
は
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未
定
。
歴
史
的
に
は
濁
音
を
正
ト
ス
。

「
焼
キ
嗅
ガ
セ
」
の
略
転
と
い
ふ
説
、
尚
検
討
ヲ
要
ス
レ
ド
モ
、
柳
田
氏
等
の

民
俗
学
者
に
ツ
キ
テ
モ
、
タ
シ
カ
メ
タ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
…
…

か
か
し
【
案
山
子
・
鹿
驚
】（
カ
ガ
シ
と
も
。「
嗅
が
し
」
の
意
か
）
①
獣
肉
な
ど
を
焼
い

て
串
に
貫
き
、
田
畑
に
刺
し
、
そ
の
臭
を
か
が
せ
て
鳥
獣
を
退
散
さ
せ
た
も
の
。
焼
串
（
や

い
ぐ
し
）。
焼
釣
（
や
い
づ
り
）。
②
竹
や
藁
（
わ
ら
）
な
ど
で
人
の
形
を
造
り
、
田
畑
に

立
て
て
、鳥
獣
が
寄
る
の
を
お
ど
し
防
ぐ
も
の
。
と
り
お
ど
し
。〈
季
語
秋
〉。
日
葡
辞
書「
カ

ガ
シ
」
③
み
か
け
ば
か
り
も
っ
と
も
ら
し
く
て
役
に
立
た
な
い
人
。
み
か
け
だ
お
し
。

・
市
村
宛
〔
昭
和
二
十
四
年
十
月
二
十
七
日
・
三
十
日
〕
付
。

　
は
ら
ん
、
葉
蘭
を
標
準
名
と
す
れ
ど
も
、
語
史
的
に
い
へ
ば
「
オ
オ
バ
ラ
ン
」

（
大
葉
蘭
）
の
上
略
と
み
る
考
と
、
漢
語
の
「
馬
蘭
」
の
内
容
転
訛
に
よ
る
と

す
る
考
と
、
両
者
あ
り
。
文
献
的
に
は
、
後
説
を
史
的
真
実
あ
り
と
信
ず
べ
し
。

国
語
辞
書
及
植
物
学
辞
典
に
は
現
代
の
標
準
名
を
ハ
ラ
ン
（
清
音
に
て
）
と
な

せ
ど
も
、
語
源
的
、
語
史
的
に
は
正
解
に
非
ず
。

ば
‐
ら
ん
【
葉
蘭
】
①
⇨
は
ら
ん
。
②
（
ハ
ラ
ン
と
も
。
①
の
葉
を
使
う
こ
と
か
ら
）
握

り
鮨
な
ど
を
の
せ
て
供
す
る
緑
色
の
葉
。
ま
た
、鮨
や
弁
当
の
副
食
を
盛
り
合
わ
せ
る
と
き
、

仕
切
り
や
飾
り
に
使
う
、
葉
を
切
っ
た
も
の
。
庖
丁
で
切
り
絵
の
よ
う
に
細
工
し
た
も
の

も
あ
る
。

は
‐
ら
ん
【
葉
蘭
】（
バ
ラ
ン
と
も
）
ク
サ
ス
ギ
カ
ズ
ラ
科
（
旧
ユ
リ
科
）
の
常
緑
多
年
草
。

下
略

・
市
村
宛
〔
昭
和
二
十
五
年
七
月
二
十
日
〕
付
。

「
シ
ラ
を
切
る
」
の
シ
ラ
は
、「
シ
ラ
ば
く
れ
る
（
シ
ラ
ヌ
フ
リ
ヲ
ス
ル
）」
の

シ
ラ
と
同
じ
く
、
や
は
り
語
幹
は
「
知
」
シ
ラ
な
る
べ
く
や
と
存
候
へ
ど
も
、

白
（
シ
ラ
）
は
白
紙
に
も
ど
す
、
白
紙
状
態
、
坐
が
白
ケ
ル
な
ど
の
シ
ラ
の
如

く
、
無
（
東
洋
的
無
）
と
通
ず
る
わ
け
、
無
色
な
れ
ば
右
の
句
も
白
と
の
と
の

連
想
な
し
と
は
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
拙
考
に
て
は
他
方
シ
ル
（
知
）
シ
ル
ス
は
、

右
と
逆
に
、
明
白
の
意
も
あ
り
、（
著
イ
チ
ジ
ル
シ
）（
顕
著
、
著
明
）（
印
欧

語
原
論
に
シ
ル
、
シ
ロ
を
同
根
と
す
る
説
も
あ
り
）

白
を
切
る
　
知
っ
て
い
る
の
に
知
ら
な
い
ふ
り
を
す
る
。
し
ら
ば
く
れ
る
。

し
ら
ば
く
れ
る
《
自
下
一
》
知
っ
て
い
な
が
ら
知
ら
な
い
ふ
り
を
す
る
。
白
（
し
ら
）
を

切
る
。
し
ら
ば
っ
く
れ
る
。
し
ら
っ
ぱ
く
れ
る
。「
ど
こ
ま
で
も
―
・
れ
て
通
す
」

・
市
村
宛
〔
昭
和
二
十
九
年
五
月
六
日
〕
付
。

　
…
…
フ
キ
ノ
ト
ウ
、
い
ま
「
蕗
の
薹
」
と
字
を
充
る
も
、
も
と
は
「
蕗
」
の

塔
（
フ
キ
ノ
タ
ウ
）（
塔
は Stupa

↓m
etathesis 

に
よ
り
し
か
、
未
考
）
こ
れ

は
元
禄
時
代
の
文
献
、
た
と
へ
ば
俳
書
（
毛
吹
草
、
岩
波
文
庫
本
二
一
五
）
に

も
「
蕗
の
塔
を
く
む
番
匠
や
春
の
雨
」
と
あ
り
、
文
字
も
構
造
も
明
白
と
す
。

慶
長
の
長
崎
キ
リ
シ
タ
ン
版
の
日
葡
辞
書
に
「
タ
ウ
（
ト
ウ
に
あ
ら
ず
）
が
立

つ
」、
チ
サ
の
新
芽
、
キ
リ
（
桐
の
花
）
な
ど
の
芽
も
え
た
つ
さ
ま
に
い
ふ
を

説
明
す
。
薹
（
ト
ウ
の
音
な
し
）
の
字
を
充
て
し
は
ベ
ダ
ン
チ
ッ
ク
の
み
。
右

念
の
た
め
申
上
置
候
。

ふ
き
‐
の
‐
と
う
【
蕗
の
薹
】 

‥
タ
ウ
（「
蕗
の
塔
」
か
ら
か
）
春
の
初
め
に
蕗
の
根
茎
か

ら
生
え
出
る
花
茎
。
ふ
き
の
じ
い
。
ふ
き
の
し
ゅ
う
と
め
。〈
季
語
春
〉。
文
明
本
節
用
集「
款

冬
、
フ
キ
ノ
タ
ウ
」

・
市
村
宛
〔
昭
和
二
十
九
年
八
月
十
六
日
〕
付

『
新
辞
苑
』〔
最
終
的
に
『
広
辞
苑
』
と
な
っ
た
〕
ニ
ハ
「
ペ
ケ
」
と
い
ふ
従
来

の
も
は
や
廃
語
と
も
な
り
し
外
来
語
の
存
否
如
何
は
不
知
候
へ
ど
も
、
マ
レ
イ
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語 pergi 

説
（
大
槻
『
言
海
』
に
拠
り
、『
大
言
海
』
第
四
冊
〈
昭
和
十
年
刊
、

小
生
補
修
）
に
も
、
新
村
の
名
を
も
附
し
て
、
こ
の
説
を
主
張
も
な
し
あ
る
も
、

（
荒
川
の
『
外
来
語
辞
典
』
昭
和
十
六
年
三
省
堂
、及
旧
本
大
正
四
年
刊
三
省
堂
、

上
田
、
高
楠
、
白
鳥
、
村
上
、
金
沢
共
編
の
『
日
本
外
来
語
―
―
』）
い
ず
れ
も
、

『
旧
言
海
』（
け
だ
し
、
大
槻
翁
の
『
学
藝
志
林
』
に
よ
れ
る
か
）
に
従
ひ
を
れ

ど
も
、
小
生
と
し
て
は
、
今
や
む
し
ろ
「
不
可
」（
プ
コ
）
の
参
考
的
別
説
を

支
持
し
た
く
存
じ
を
る
次
第
に
候
間
「
ハ
行
」
の
あ
と
の
方
に
て
、
な
ほ
し
の

余
裕
綽
々
た
る
べ
け
れ
ば
何
卒
よ
ろ
し
く
御
修
訂
を
煩
は
し
度
候
。「
古
く
か

ら
マ
レ
イ
語
原
説
な
る
が
、
む
し
ろ
「
不
可
（
プ
コ
）」
の
支
那
俗
語
源
の
方

を
妥
当
と
す
る
」
旨
を
簡
説
あ
り
た
し
。

ペ
ケ
（
中
国
語
の
不
可
（buke

）
か
ら
と
も
、
ま
た
、
も
と
マ
レ
ー
語
の perg

i 

で
「
あ
っ

ち
へ
行
け
」
の
意
と
も
）
①
だ
め
、
い
け
な
い
、
気
に
入
ら
ぬ
、
の
意
。
歌
舞
伎
、
八
幡

祭
小
望
月
賑
（
は
ち
ま
ん
ま
つ
り
よ
み
や
の
に
ぎ
わ
い
）「
少
し
―
さ
ね
」。「
―
に
す
る
」

②
罰
点
の
「
×
」
の
し
る
し
。「
―
が
つ
く
」

・
市
村
宛
〔
昭
和
三
十
年
五
月
九
日
〕
付
、
広
辞
苑
刊
行
間
近
に
あ
た
り
感
謝

の
手
紙
。
末
尾
に
和
歌
を
三
首
そ
え
る
。

　
　
広
辞
苑
き
み
が
十
年
の
い
そ
し
み
は
草
木
花
咲
く
春
を
迎
へ
ぬ

　
　
　
　
つ
ち
か
ひ
つ
た
が
へ
し
つ
し
て
辞
の
葉
の
広
き
苑
生
に
花
さ
く
五さ

つ

き月

　
　
　
　
育
て
来
し
ひ
ろ
き
そ
の
ふ
の
草
に
木
に
憂
の
花
も
ま
じ
り
さ
く
ら
む
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二〇一八年度千葉県での『広辞苑』関連講演 2件―二〇一九年七月関西言語学会講演資料も添えてー（菅野）




